
１．発　電　実　績

　

２．放射性廃棄物の管理状況
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※３ 放出量（Bq）は、排気（排水）中の放射性物質の濃度（Bq/cm３）に、排気（排水）量（cm３）を乗じて算出。
なお、放射性物質の濃度が検出限界未満の場合はＮＤと表示。検出限界濃度は、国の指針に基づいて

次のとおり設定している。

・ よう素131　：　７×１０－９ Ｂｑ／㎝３以下

・ 液体廃棄物（トリチウムを除く）　：　２×１０－２ Ｂｑ／㎝３（Ｃｏ-６０で代表した）以下
※４ 毎年４月１日からの累計を示す。
※５ １，２号機合計の値を示す。
※６ 発電所の運転に伴い発生する低レベル放射性廃棄物

発生量等（２００ℓドラム缶相当本数）

貯蔵庫容量
約３７，０００本

７月～９月 総累計

発 生 量 （A） ３９２

２７,４８９焼却等減少量 （B） ２５８

増 加 量 （A-B） １３４

液 体
（トリチウムを除く）

１．５×１０１３ ３．３×１０１３ （年間 １．１×１０１４ Bｑ）ト リ チ ウ ム

※５ 液 体 廃 棄 物
年間 ７．４×１０１０ BｑＮＤ ＮＤ

希 ガ ス ２．７×１０９ 年間 １．７×１０１５ Bｑ

よ う 素 131 ＮＤ ＮＤ 年間 ６．２×１０１０ Bｑ

１．７×１０８

項　　　目

（参考）
放出管理目標値

７月～９月 年間累計 （放出管理の基準値）

   　　放　出　量　（Ｂｑ）

項　　　目 ７月～９月の実績 備　　　考

発電電力量（発電端） ６．９億 kWh 発電日数 ３３日

（万kW）

令 和 ７ 年 ２ 月 ６ 日
九州電力株式会社

川 内 原 子 力 発 電 所 １ 号 機 運 転 状 況
（令和６年７月～９月）
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※２ タービン各弁ステムフリーテスト
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第２８回定期検査

（令和６年６月１４日から令和６年９月２５日）
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１．発　電　実　績

　

２．放射性廃棄物の管理状況
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※２ 放出量（Bq）は、排気（排水）中の放射性物質の濃度（Bq/cm３）に、排気（排水）量（cm３）を乗じて算出。
なお、放射性物質の濃度が検出限界未満の場合はＮＤと表示。検出限界濃度は、国の指針に基づいて

次のとおり設定している。

・ よう素131　：　７×１０－９ Ｂｑ／㎝３以下
※３ 毎年４月１日からの累計を示す。
※４ １，２号機合計の値を示す。

注）　液体廃棄物及び固体廃棄物については、１，２号機合計の値を１号機の運転状況に記載。

よ う 素 131 ＮＤ 年間 ６．２×１０１０ Bｑ

２．４×１０９

ＮＤ

（万kW）

令 和 ７ 年 ２ 月 ６ 日
九州電力株式会社

（令和６年７月～９月）
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川 内 原 子 力 発 電 所 ２ 号 機 運 転 状 況

（参考）
　　　放出管理目標値

希 ガ ス

項　　　目

項　　　目 ７月～９月の実績 備　　　考

発電電力量（発電端） １６．９億 kWh 発電日数 ７６日

年間 １．７×１０１５ Bｑ

７月～９月 年間累計

   　　放　出　量　（Ｂｑ）

２．４×１０９
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第２７回定期検査

（令和６年９月１４日から実施中）
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